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ゆふぐれしづかに いのりせんとて

よのわづらひより しばしのがる

現行讃美歌の３１９番に少し形を変えて残ってい

るこの詩の原作者は、最初に来日した宣教師のひ

とり、S.R.ブラウンの母フィーベ・ブラウンであ

る。翻訳者は、日本の初期プロテスタント・キリ

スト教界のリーダー・植村正久で、作家島崎藤村

がこれを恋愛詩に作り替えていることでも知られ

る名訳である。

２００３年度の日本文化学科の卒業生・Yさんは、

中学生のころ、ある少女雑誌でこの詩と出会い、

その雰囲気に魅せられた。「何て美しい詩なんだ

ろう、とその時思った」、と Yさんは述懐してい

る。それ以来、植村正久の「祈り」は、Yさんの

憧れとなった。

さて成人して聖学院大学に社会人入学をした Y

さんは、図書館の書棚の一隅に『植村正久著作集』

を見つけ、はからずもここで少女時代からの“憧

れの人”と再会することとなったのであった。そ

してこの植村正久という人物が、日本のキリスト

教史上に名を残す神学思想家であり、かつ日本に

おける教会形成の指導者であったことを知った。

その後、Yさんは私のもとで植村の著作を読み

始め、研究を深めていき、その成果を「植村正久

の祈りについて」というすぐれた卒業論文にまと

められた。

Yさんの卒論の特色は、植村正久の思想を、彼

の「祈り」に焦点を当てて読み解いたところにあ

る。植村の世界は、人間の生きる現実の世界と神

の支配する「偉大崇高な世界」からなる。そして、

罪によって神の世界から「隔絶」されている人間

が、いかにして神との正しい関係を回復し、人と

しての生き方を全うするかということが、植村の

めざした究極の目標であった。

私自身は、人間の側から神の高みに上昇しよう

とする植村独自の「志」が、この二つの世界をつ

なぐものと見た。しかしこの解釈によると、植村

の宗教性よりもむしろ「武士の子」としての倫理

性がクローズ・アップされる結果となる。

これに対して、Yさんの論文の独自性は、人間

が神の支配する世界に達する手立てとして「祈

り」の重要性に着目したところにある。まさにこ

の点を丹念に掘り下げたことによって、Yさんの

論文は、宗教家としての植村の敬虔な側面をとら

えることに成功した。

Yさんの卒論は、大学生にも十分にオリジナリ

ティのある仕事をする可能性があることを示す一

つの事例でもある。そして Yさんの場合その研

究の出発点は、“憧れの人”との図書館での再会

にあったことを強調したいと思う。

図書館は、数知れない幸いな出会いのチャンス

が待っている宝庫である。そして図書館のカウン

ターは、このわくわくするような未知の世界への

入り口である。さらにつけ加えれば、図書館の係

りの方々は、この世界への皆さんの水先案内人な

のである。

学生の皆さん、とくに新入生の皆さんには、こ

の図書館という魅力に満ちた世界をフルに活用し

て、数々の幸いな出会いを体験してほしいと願っ

ている。

（２００５年３月末まで 日本文化学科教授）

図書館ツアーと
オリエンテーション受付中！

＊図書館ツアー：館内を職員が案内します。

＊図書館オリエンテーション

・初心者向け：本の探し方

・中級者向け：文献の探し方

データベース紹介

・上級者向け：論文作成の援助

どちらも図書館カウンターおよびオンラインで

申込みを受け付けています。

ある図書館での再会
鵜 沼 裕 子

第４０号（２００５年４月）

新入生歓迎号
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味読、熟読、愛読
―新入生のみなさんへ―

古 谷 野 亘

読書について考えてみた。味読（味わいながら

読む）、熟読（意味をよく考えながら読む）、愛読

（好きでくり返し読む）など読書にかかわる熟語

は多い。しかも、どちらかというとポジティブ（肯

定的）な感じの言葉ばかりである。乱読（手当た

りしだいに読む）とか積ん読（買うだけで読まな

い）といった言葉もあるが、これらは主に自分を

卑下して言うときに使う言葉で、他人から見れば

読書家、愛書家ということになるだろう。

「趣味は読書です」などと言われると、何とな

く穏和で物静かな、教養ある人を思い浮かべてし

まう。実際には、「無趣味です」と言っているの

と同じなのに、である。本に親しみ、「趣味は読

書です」と言えるようになりたいものである。

しかし自分自身のことを考えてみると、とても

「趣味は読書です」などと言える状態にはないと

認めざるをえない。もちろん、まったく本を読ま

ないわけではない。日本人の平均よりは読んでい

るだろう。しかし、味読・熟読とは縁がないし、

音読（声を出して読む）も小学校以来やっていな

い。私の場合、読書は趣味ではなくて、商売の一

部になっているのである。

大学教員の本業は研究である。それも、プロの

研究者としての研究である。それは、すでにある

知識の上に新たな知識を付け加えるという営みで

ある。大学の授業は、教員が自分で発見した知識

と、そこに至るプロセスを語るものでなければな

らない。教員は、自分で発見した真理を教室で告

白（プロフェッス）するから大学教授（プロフェ

ッサー）なのであって、他人が発見した知識をか

み砕いて伝えているだけならただの教師（ティー

チャー）である。たとえて言うなら、大学教員は

自分で作った作物を売っている直販農家で、他人

が作った作物を売るだけの小売商であってはなら

ないのである。大学教員の価値は、その人がどれ

だけ人類共有の知識を増加させるような研究をし

てきたかによって決まる。授業に出たら、担当教

員がどれだけ自分で得たオリジナルな知識を語っ

ているかをまず確認するとよい。市場で買ってき

た商品だけを並べていたなら、その店はハズレで

ある。

研究は、人類共有の知識のストックに新たな知

識を付け加える営みだから、すでに知られている

ことをまず知っておかなければならない。すでに

知られていることは本や論文に書かれている。そ

こで本や論文を読む作業がまず必要になる。最近

の私の読書は、もっぱらこれになっている。

テーマが決まっているから乱読になることはな

い。しかし、味読や熟読とは大いに異なり、重要

なところだけを拾い読みしていくようなことが多

い。趣味の読書とは違って、楽しいことより辛い

ことのほうが多い作業である。小さな文字で書か

れた文章と数字を大量に、短時間で読んでいくの

は大変である。しかも、読んだあげくに、自分の

“発見”がすでに知られていたことだとわかって

落胆することも少なくない。しかし、これは研究

をする人間の宿命でもある。

新入生の諸君には、大学という知識の創造の場

に入ったことをまず理解してほしい。教え方（た

とえば黒板の使い方）のうまい教員が、よい大学

教員なのではない。一緒に遊んでくれるセンセイ

がよい大学教員なのではない。新しい知識を生み

出すという営みを続けている教員がよい教員なの

である。そして諸君には、そのような教員と並ん

で知識の創造に向かうことが期待されている。そ

の第一歩は、今までに何が知られているかを知る

ことである。大学図書館は、すでに知られている

知識の宝庫である。図書館にある専門的な本や雑

誌を読めるようになるには時間がかかるし、努力

も必要である。大学生活を終えるときには、何か

ひとつの事柄について、すでに知られている知識

は身につき、新しい知識の創造に向かって自力で

進めるような人になっていてほしいものである。

（総合図書館長，人間福祉学部教授）
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総合図書館は大学生活の伴走者
１０１J５０４ 大 門 祐 子

ひっくり返された道具箱
１０２DC００１ 佐 藤 貴 史

２年前、聖学院大学に編入学して以来、大学図

書館は私の大学生活にとって、とても比重の高い

場所でした。

大学入学前、ある検定試験の受験勉強のため

に、毎日地域図書館に通っていたことがありま

す。地元の図書館はいつも満席で、席の確保自体

が困難でした。そのため落ちついて勉強できる穴

場を探して、他区の地域図書館まで通っていまし

た。

それに比べると大学図書館は夢のような好条件

です。まず、閲覧だけでなく、学習室でもあるこ

と。机が大きくて、資料を一杯広げて調べ物など

ができること。休憩したいときは、隣の４号館食

堂でお茶を飲んだり、食べたりできること。

そういったハード面だけではありません。もし

も読みたい本が大学図書館にない場合、リクエス

トをすると、買ってもらえます。私は一度、数年

前に発行された、発行部数の少ない本をリクエス

トしたことがありますが、司書の方が古本屋まで

探してくださっていたことを知り、感動したこと

があります。また、他大学などの図書館から本や

資料を取り寄せてもらうこともできます。司書の

方々の仕事は目には見えにくいものですが、私た

ちの大学での学習を陰で応援し、支えようとして

くださっている、伴走者のような存在です。新入

生の皆さん、何でも司書の方に相談して、早く図

書館を使いこなせるようになってください。情報

誌『ぱぴるす』にもぜひ目を通してください。

もう一つ私にとって思い出深いことは、ライブ

ラリー・アシスタントのアルバイトをさせていた

だいたことです。最初の頃は、返却された本を戻

す書架の位置を探すだけで精一杯でしたが、慣れ

てくると本を戻しながら、こんなところにこんな

本があるのか、と思いながら仕事ができるように

なりました。２階から４階の書架を往復する中

で、卒論の参考資料となるものも何冊か見つけま

した。

ぜひ皆さんも、特に目的がなくても、４階の移

動書架の間まで入り込んで、どこにどんな本があ

るか探検してみてください。驚くような本に出会

えること間違いなしです！ （日本文化学科）

図書館から本を一冊借りてきた。外はすでに真

っ暗で、いつも騒いでいる近所のこどもたちも、

もう寝ているにちがいない。夕食も食べたし、お

風呂にも入った。ちょっと前にきた急ぎのメール

には、返事を書いた。もうすることは何もない。

残りの時間は、今日図書館から借りてきた本を読

むためにある。机の前に座り、コーヒーを入れた

カップを邪魔にならない位置におく。１ページ、

２ページと読み進めていく。３ページ目の真ん中

あたりで、急に文字を追っていた目の動きが止ま

る。本も閉じてしまった。そして、心のなかで小

さくつぶやく。「まったくわからない……」。

みなさんは、本を読んでいてこんな経験をした

ことはないだろうか。喜んで借りてきた本を、家

で開いてみるとまったく意味がわからないという

経験を。わたしには、このような経験がたくさん

あるし、今でもよくしている。借りた本が外国語

ならば、なおさらだ。最初の文章にある、意味の

わからない単語を調べているだけで、どこからと

もなく嫌気がさしてくる。

こんなとき、わたしは自分の道具箱をひっくり

返された気分になる。これまで外国語のものも含

めて、人よりは多少本を読んできたつもりであ

る。本のなかにでてくる多くの思想家の名前、彼

らが語っている言葉や概念の意味を読み解くため

の道具を、けっしてたくさんではないけれども手

にしているはずだ。ところが、いくら道具をそろ

えたつもりでも、一筋縄ではいかない本が図書館

にはたくさんある。

では、自前の道具ではまったく歯が立たない本

に出会ったときに、われわれはどうすればよいの

か？ 答えは限られている。自分の経験から言え

ば、もう一度図書館に行き、「問題の本」と関係

がありそうな 実はこの段階でも、どの本が役

立つのかさえわからないときがある タイトル

の本を片っ端から読んでいくことだ。自分の道具

箱が充実してきたら、ふたたびあの夜に頭にきて

放り出してしまった本に向かっていく。今度こそ

は、自分の道具箱がひっくり返されるという辛い

気持ちを味わいたくない。あたり一面に散らばっ

たお気に入りの道具を、もう一度拾い集めるなど

ぱぴるすNo.40 2005.4
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図書館のイメージ
１０２W０６８ 武 井 友 佳

というみじめな思いをしたくない。１ページ、２

ページ……と調子よく読み進む。やはり、またわ

からない箇所に突き当たる。でも、以前のように

まったく理解できないというわけではない。じっ

くり考えてみれば、ゆっくりと頭のなかに話の筋

道が浮かんでくる。ページは、確実に終わりへと

近づいている。

まったく意味のわからない本に出会ったときに

感じる、この道具箱をひっくり返されたような感

覚は、わたしにとって大切な瞬間である。まった

く理解できない本の存在は、悔しいがわたしの道

具箱にはまだ納まっていない道具がたくさんある

ことを証明しており、読むべき本が図書館に山積

みにされていることを告げているのだ。限りある

時間のなかで、あらゆる知識をため込むことなど

できるはずがない。しかし、そうとわかっていて

も、もっとたくさんのことを知り、自分の道具箱

をいっぱいにしたい。そのためにも、あえて道具

箱をひっくり返されることを期待しながら、図書

館に行ってみてはどうだろうか。

（アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士後期課程）

まず初めにこの場をお借りして、新入生の皆さ

んご入学おめでとうございます。これからの大学

生活４年間が、実り多きものになるよう願ってい

ます。

今回「ぱぴるす」の原稿を書かせて頂くことと

なりましたので、私の図書館について感じること

をまとめてみました。

皆さんは図書館と聞くとどのようなイメージが

ありますか？ また今までに何度、図書館を利用

したことがありますか？

本に囲まれて落ち着く、静かで勉強ができる、

多くの本があってワクワクする、自分で買わなく

ても読めるなど、勉強している人や雑誌を読んで

いる人がいろいろな理由で出入りしています。こ

のように積極的に利用する人もいれば、逆に図書

館は入りにくい、近寄りがたい、別空間といった

マイナスのイメージを持っている人もいることで

しょう。図書館を利用する人でも図書館に対して

のイメージは人によって様々です。私のイメージ

はどちらかというと後者のものです。図書館は入

りにくいと感じていました。普段図書館はまった

くといっていいほど利用していなかったので、こ

のような感覚を持っていたのでしょう。家の近く

に図書館がありながら、行くことはめったにあり

ませんでした。また学校の図書館も１年間に数え

るくらいしか利用していませんでした。友達の付

き添いで行くぐらいで、本棚の前で眺めているだ

けでした。また、もともと本は好きな方ではなか

ったので、図書館に行くこともなく、利用しよう

という意識さえ持っていませんでした。

ところが、大学に入学したことで、私の図書館

に対しての考え方が変わりました。今までよりも

頻繁に図書館を利用することになったのです。私

の足を向かわせた理由は、授業のレポートです。

書くとなると資料が必要になります。その資料は

もちろん教科書やノートを使いますが、それ以外

に図書館の資料も必要なのです。インターネット

で検索もできますが、自分の考えを深め、まとめ

るとなるとインターネットからの情報よりも、書

籍や文献の方が、自分の考えを基に答えを導き出

すことができます。パソコン１つで情報が溢れて

いるインターネットに比べると、図書館での情報

や資料探しは時間がかかります。でも１つ１つの

資料には重要なことが多く書かれています。私に

とっての図書館はレポートをまとめたり資料を集

めたり、落ち着いて集中できる空間の場です。ち

ょうど昨日まで図書館で提出日の迫ったレポート

を作成していました。

小・中・高の時は図書館は入りにくい、行きに

くいと感じていましたが現在ではそのように感じ

ることはなくなりました。逆に図書館に興味を持

ち、身近なものに感じるようになったのです。確

かにレポートや課題という目的で利用しているこ

ともありますが、このお陰で以前よりも図書館を

利用する機会が増え、図書館が私のひとつの居場

所となりました。

図書館に入りにくいと感じている人は多いと思

います。ほんの少しでもいいので図書館のドアを

開いてみてください。今まで感じていた図書館の

イメージが大きく変わるかもしれません。

（人間福祉学科）
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図書館は常により良いサービスを求め、少しず

つ変化し、進化しています。２００４年度の図書館の

活動と変化を次にあげてみました。皆さんは幾

つ、この変化に気づき、利用しましたか？

�エレベーターホールに検索用PCを設置
３、４階のエレベータホールにスタンドタイプ

の PCを設置しました。検索用です。

�Japan Knowledge（総合電子辞書）導入
百科事典や英和辞典などが大学内の PCから利

用が可能。入り口は図書館 H.P.。

�大宅壮一文庫雑誌記事索引オンライン導入
一般雑誌の検索が、大学内の PCから利用が可

能。入り口は図書館 H.P.。

�聞蔵（朝日新聞記事索引）アクセス増加
聞蔵へのアクセスが大学内の PCに広がり、ア

クセス数が増加しました。入り口は図書館 H.

P.。

�「American Culture Series�」完結
１５～１９世紀のアメリカ文化を知る上で貴重な資

料。マイクロフィルムで全巻が揃いました。

�海外 ILL 開始
イギリスやアメリカの図書館からも本を借りる

ことができるようになりました。

�ソフトカバーの本に透明なカバーをかけています
売られている本のイメージをそのままに利用し

てもらおうと透明なカバーをかけ始めました。

本を大事に使ってくださいね。

�DVDブースと資料の増加
DVDを視聴できるブースが増えました。それ

に伴い、ソフトの購入もビデオから DVDに変

わってきています。

�「図書館ハンドブック」発行
図書館をより活用するための手引き書として

「図書館ハンドブック」を作りました。希望者

に配布しています。希望者はカウンターまで。

�オリエンテーションクイズ実施
春学期にオリエンテーションクイズを実施しま

した。成績の良かった参加者の中から４４名に記

念品をプレゼント。２００５年度も予定していま

す！ぜひチャレンジしてみてください。

ライブラリー・アシスタント募集

図書館で、働いてみませんか？学生アルバイト

を若干名、募集しています。興味がある方は、図

書館カウンターまで。

・ライブラリー・アシスタント（PC）

平日 ９時～１８時３０分（３交代制）

業務内容：ノート PC貸出・メンテナンス等

資 格：「コンピュータ基礎 A」修了者

・ライブラリー・アシスタント（夜間・土曜）

平日 １７時３５分～２１時３５分

土曜日 １３時～１７時

業務内容：資料返却・書架整理 等

資 格：司書課程受講者が望ましい。

レポートの課題を出され「どうしたらいい

のかしら」と迷っているあなた、この本の著
き

者は「図書館に訊け」と言っています。図書

館に訊けいうのは図書館の資料で答えを探す

こと、また直接的に図書館員へ質問すること

を意味します。この本を読む私たち図書館員

は「図書館員
�

に訊け」と言われていると思い、

一寸身が引き締まります。

さて図書館の入口には立ったものの、目の

前の本や雑誌の山で「どうしよう」と呆然と

するあなた。そこで著者は立ち塞がる資料の

塊との付き合い方を知らせるべく、図書館の

中へと読者を導き入れます。

この本の著者は現役の大学図書館職員で、

図書館には本の並べ方、本の選び方にも仕掛

けと工夫があることを知らせ、図書館にある

様々な資料の特色、目指す資料の探し方、図

書館員へ尋ねるこ
�

つ
�

（レファレンス・サービ

スの利用）を利用者の目線に合わせて紹介し

ています。語り口は流暢で本にかかわる小さ

なエピソードがちりばめられ、飽きさせな

い。この一冊を読み終わり、図書館を見る目

が変り、身近な図書館が楽しく利用できるよ

うになったら、あなたの日常はきっと豊かに

変化すること請け合いです。（YI）

＊この本は請求番号０１５‐�５７の棚にあります。

２００４年度図書館の主な動き

本の紹介
井上真琴著
「図書館に訊け」
（ちくま新書）２００４年刊
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� その他（他館との協力等）
（２００４年４月１日～２００５年１月３１日）

資料借用 １１３（内、学・院生数３３） 視聴覚室利用２，８６５

資料貸出 ３６ 特別閲覧室利用 ８６

複写受付 ２４３ 館内ノートPC貸出 ４，４１５

複写依頼 ３１７（内、学・院生数１２１）文献検索 ２９

紹介状発行 １２（内、学・院生数８）

紹介状受付 ４

� 館外貸出冊数・学科・学年別
（２００４年４月１日～２００５年１月３１日）
図書合計 雑誌・紀要 CD-ROM カセット CD

院・政策２年 ７０ １ ０ ０ ０
院・政策１年 ２１６ ４７ １ ０ ０
院・ア２年 ６４ ０ ０ ０ ０
院・ア１年 ８４ ０ ０ ０ ０
院・後期３年 ３１１ ３０ ０ ０ ０
院・後期２年 ６８ ０ ０ ０ ０
院・後期１年 ２４０ ０ １ ０ ０
院・科目等 １６ ０ ０ ０ ０
院 小 計 １，０６９ ７８ ２ ０ ０
政治経済４年 ６０１ ３ ０ ０ ２
政治経済３年 ４５９ ３５ ０ ０ ０
政治経済２年 ４２３ ５ ０ ０ ０
政治経済１年 ４３６ ２４ １ １２ ０
コミュニティ４年 ３６５ ６１ ０ ０ ０
コミュニティ３年 ２７９ １２ ０ ０ １
コミュニティ２年 ２４０ ２ ０ ０ ０
コミュニティ１年 ３３８ １６ ０ ０ ２
欧米文化４年 ６７２ ２４ ０ １ １
欧米文化３年 ８１５ ８７ ０ ０ ５
欧米文化２年 ７５０ ５１ ２ ３ ６
欧米文化１年 ７１３ ２９ １ ０ １１
日本文化４年 ７１３ １０ ０ ０ １３
日本文化３年 １，０９９ ３０ ０ １ ２２
日本文化２年 ９７４ ６２ ０ ９ ２０
日本文化１年 ６０６ ３７ ０ ０ １
児 童 ４ 年 ９３８ ２６ ０ ２ ９
児 童 ３ 年 １，４４１ ３７ ２ ０ ８
児 童 ２ 年 １，４０９ １９ ０ ０ ２
児 童 １ 年 ４８８ １６ １ ０ １
人間福祉４年 ５１９ ３８ ０ １ １０
人間福祉３年 １，０４７ ４１ ０ ２ ９
人間福祉２年 ５６９ ５ ０ ０ ６
人間福祉１年 ５２３ １４ ０ ０ ５
科目等履修 ３２ ６ ０ ０ ０
大 学 小 計 １６，４４９ ６９０ ７ ３１ １３４
合 計 １７，５１８ ７６８ ９ ３１ １３４

発行・編集 聖学院大学総合図書館
〒３６２‐８５８５ 埼玉県上尾市戸崎１番１号
電話０４８‐７２５‐５４６１ FAX０４８‐７８０‐１０９６
E-mail : lib@seigakuin-univ.ac.jp
URL : http : //www.seigakuin-univ.ac.jp/scr/lib.asp

� その他の資料 （２００５年１月３１日現在）
和雑誌（紀要・寄贈含） ４９３ カセットテープ １，２３４

洋雑誌（寄贈含） １６２ ビデオ・LD・DVD ２，３１５

スライド ３４ CD ７８０

マイクロ資料 ４，９０７ CD-ROM ２８８

� 蔵書冊数 （２００５年１月３１日現在）
和書 洋書 合計

総記 ９，１００ １，３９０ １０，４９０
哲学・宗教 １８，４２６ １５，０７５ ３３，５０１
歴史・地理 １５，７１３ ３，０２６ １８，７３９
社会科学（含教育学・福祉） ６７，０４６ １９，９１４ ８６，９６０
自然科学（含医学） ９，９７７ １，３０９ １１，２８６
工学（含家事） ５，５５７ ４９８ ６，０５５
産業 ４，０３１ ４３９ ４，４７０
芸術（含楽譜） ７，５４６ ８７９ ８，４２５
語学 ９，７６９ ２，８２７ １２，５９６
文学 ３７，７５０ １３，５７３ ５１，３２３
その他 ４，２１３ １，２９３ ５，５０６
合計 １８９，１２８ ６０，２２３ ２４９，３５１

� 館外貸出冊数（図書）：分類別
（２００４年４月１日～２００５年１月３１日）

学生・院生・履修生のみ
和書 洋書 合計

総記 ５２４ ０ ５２４

哲学・宗教 １，９０３ ６１ １，９６４

歴史・地理 １，１１０ ５ １，１１５

社会科学（含教育学・福祉） ６，３０６ １７ ６，３２３

自然科学（含医学） ９１８ ３ ９２１

工学（含家事） ３５９ ０ ３５９

産業 ２７６ ０ ２７６

芸術（含楽譜） ８４３ ６ ８４９

語学 １，２０７ １５ １，２２２

文学 ３，０６３ ３４ ３，０９７

その他 ８６１ ７ ８６８

合計 １７，３７０ １４８ １７，５１８

� 図書館の推移
区分

年度 学生数 蔵書数 年間受入冊数 開館日数 貸出冊数 図書費
年 人 冊 冊 日 千冊 千円

２００４ ２，９３８ ２４９，３５１ ８，２８７ ２７５ １７．５ ３６，０５４
２００３ ２，９２９ ２４２，３６８ ６，２２０ ２７５ １７．６ ３６，５７４
２００２ ２，９３１ ２３５，７４５ ６，２２３ ２７１ １８．４ ３３，８０５
２００１ ２，８２５ ２２８，２５４ ７，９４８ ２７５ ２１ ３４，７４５
２０００ ２，５４９ ２１９，３６８ ６，７６９ ２７４ １８ ３５，８０５
１９９９ ２，２２０ ２１３，６９１ ５，４４９ ２８１ １４．１ ２８，０００
１９９５ ２，１３７ １６３，５０６ １３，４３８ ２７１ ２１．５ ３９，７００
１９９０ １，７６９ ９６，７５２ ８，１９５ ２８０ １１．８ ２２，６５０
１９８５ １，００５ ５１，０００ ５，０４３ ２８４ １０．１ １２，３９９
１９８０ ８７７ ３６，０００ ２，５９９ ２３６ ６．８ ７，５８８
１９７５ ７６３ ２２，０００ ４，２６５ １８３ ３．５ ３，７５４
１９７０ ４４０ １４，０００ １，２９６ ２３９ ２．１ １，３４０
１９６８ ２５６ １０，０００ ２，８３８ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕
１９６７ １２５ ７，０００ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕
規程の変更に伴い、１９９９年以降は消耗品図書も含めた冊数とした。

図書館の統計
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